






1)免疫の立場から

気管支喘息は何等かの免疫学的機序に基づく生物学的活性物質の遊離により,

その発症機構が説明されうるか否かにより,アレルギー性と非アレルギー性の

群に大別される。このことは難治例においても同様である。


